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はじめに

　動物による捕食は，植物の種子サイズや成熟時期

など多様な繁殖様式を進化させる選択圧となってき

た（鷲谷・大串 １９９３）。日本産ザゼンソウ属 Symplo-

carpus には，ザゼンソウ Symplocarpus foetidus var. 

latissimus（=S. renifolius），ヒメザゼンソウS. nipponicus，

ナベクラザゼンソウ S. nabekuraensis の３種が知ら

れている（大橋 １９８２，大井 １９８７，Otsuka et al. 

２００２）。いずれの種についても，花及び果実は地上

近くに形成されることから，動物による果実の捕食

は大きな選択圧になってきた可能性がある。例えば，

北海道のザゼンソウについては，エゾアカネズミ

Apodemus speciosus ainu が種子を食害する一方で，

散布者としても重要な働きをしていることが報告さ

れている（和田 １９９４，和田・植村 １９９８）。しかし，

本州のザゼンソウやヒメザゼンソウ，ナベクラザゼ

ンソウに関しては，それらの果実や花序をめぐる動

物の情報はほとんどない。特に，ナベクラザゼンソ

ウは「長野県版レッドデータブック維管束植物編」

（長野県 ２００２）で絶滅危惧Ⅰ類の植物とされていて，

その繁殖戦略を解明することが重要となっている。

　そこで本研究では，ザゼンソウ属３種が分布する

長野県北部において，開花から果実成熟までの種子

生産過程に及ぼす動物による捕食の影響及び捕食動

物を明らかにすることを目的に観察を行った。 

調査地及び方法

　調査は２００２年の，ザゼンソウ属植物の開花期から

果実成熟期に相当する４～９月にかけて行った。調

査地は，長野県白馬村切久保（海抜高度７５０ｍ，対象

種ザゼンソウ），長野市飯綱高原（自然保護研究所敷

地内，海抜高度９９０ｍ，対象種ヒメザゼンソウ），飯

山市鍋倉山（海抜高度１,０８５ｍ，対象種ナベクラザゼ

ンソウ）である（図１）。各調査地に設けた調査区の

面積はそれぞれ約１０ｍ×１０ｍ（白馬村と飯綱高原は

１区画，鍋倉山は２区画）で，その中に生育するザ

ゼンソウ属の株数は白馬村で約２８０株，飯綱高原約

３７０株，鍋倉山約１６０株（２区画の平均）であった。

なお，調査区の周辺は，白馬村ではスギ植林，飯綱
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　日本産ザゼンソウ属の３種，ザゼンソウ，ヒメザゼンソウ，ナベクラザゼンソウについて，長野県北部の白馬村切久

保，長野市飯綱高原，飯山市鍋倉山において果実並びに花序の被食状況を観察した。いずれの種についても観察地にあ

るほとんどの果実が捕食され，ヒメザゼンソウでは花序がある多くの株で，ナベクラザゼンソウでは一部の株で花序が

捕食された。ザゼンソウの花序の捕食は観察されなかった。捕食動物を自動写真撮影装置を使って調査した結果，アカ

ネズミ，ヒメネズミ，ハタネズミの３種の野ネズミが主な捕食者であることが明らかになった。

　

キーワード：野ネズミ，ザゼンソウ属，果実，花，捕食，自動写真撮影装置

野ネズミによるザゼンソウ属３種の果実及び花序の捕食
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図１　調査地の位置．ザゼンソウは白馬村切久保（海抜
高度７５０ｍ），ヒメザゼンソウは長野市飯綱高原（海抜高
度９９０ｍ），ナベクラザゼンソウは飯山市鍋倉山（海抜高
度１,０８５ｍ）で観察を行った．
　
Fig. 1.  Location map showing three study sites
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高原はカラマツ植林，鍋倉山はブナ林である。

　ザゼンソウ属は種子で繁殖する多年生の植物であ

る。花は，４枚の花被片をつけ両性で（ただし雌性先

熟で雌期～雄期と変化する），花を密につけた楕円

形の肉穂花序を形成し，暗紫褐色の仏炎苞がある。

花期は，ザゼンソウで３～５月，ヒメザゼンソウで

６～７月，ナベクラザゼンソウで６～７月である。

果実は多数の種子を含む球状楕円形の液果で（図３

－Ａ１，Ｂ１，Ｃ１），成熟後にくずれる。果実の成熟

する時期は，ザゼンソウとナベクラザゼンソウでは

開花と同年の夏，ヒメザゼンソウでは開花翌年の夏

である（大橋 １９８２，大塚 ２００２，Otsuka et al. ２００２）。

　本調査は，同調査地におけるザゼンソウ属の開

花・結実に関するフェノロジー調査（大塚，未発表）

と並行して行った。フェノロジー調査では４月より

定期的に展葉から開花・結実まで追跡したが，観察

個体の繁殖器官（花及び果実）に動物による明らか

な食痕（目安として大きさ５㎜以上）が発見された

場合に，赤外線センサーを用いた自動写真撮影装置

を設置した。撮影装置は，白馬村（ザゼンソウ）で

は７月２４日から８月１０日の間に果実を，飯綱高原

（ヒメザゼンソウ）では７月２２日から８月７日の間

に花序及び仏炎苞を，また，鍋倉山（ナベクラザゼ

ンソウ）では７月１８日から８月１５日の間に果実をそ

れぞれ目標物として設置した。この間，約１週間お

きに見回り，フィルム（FUJICHROME PROVIA 

400F）を交換した。撮影装置と目標物は水平距離で

約１ｍ離し，カメラの位置は地面から高さ約７０㎝と

した（図２）。設置台数は，白馬村で２台，飯綱高原

で１台，鍋倉山で４台とし，目標物の捕食状況から

必要に応じ，フィルム交換時に目標株を変更した。

結果及び考察

果実期の捕食

　調査期間中，ザゼンソウ属の果実は３種ともに捕

食された。捕食の現場で果実は細かく砕かれ，周囲

に果実のかけらが残っている状態で発見された（図

３－Ａ２，Ｂ２，Ｃ２）。

　ザゼンソウの果実は，６月下旬から７月末頃まで

の間に捕食された。ヒメザゼンソウでは，５月上旬

頃から前年結実した果実が捕食された。ナベクラザ

ゼンソウでは，７月中旬頃から捕食が始まり，８月中

旬にはほぼすべて捕食された。３種とも果実は未成

熟のうちにほぼ１００％捕食され，成熟した種子が残

る率はきわめて低いと考えられた。

　

花期の捕食

　ヒメザゼンソウとナベクラザゼンソウは，花序及

び仏炎苞が捕食された（図３－Ｂ３，４，Ｃ３）。

　ヒメザゼンソウでは，仏炎苞が出ると多くの苞及

び花序は捕食を受けた。花序は主に雌期のものが捕

食された。ただし，花序の下部が部分的に残ってい

るものもあり，これらは後に種子を実らせる可能性

があるものと推察された。

　ナベクラザゼンソウでは一部，捕食を受けている

苞と花序が観察された。同一個体で雌期の花序と雄

期の花序がある場合，雌期の花序を捕食し，雄期の

花序は捕食されていなかった（図３－Ｃ３）。

　ザゼンソウでは，花序及び苞への捕食は観察され

なかった。

　

捕食動物

　今回の調査で，自動写真撮影装置により動物が撮

影されたフィルムのコマ数は２３８コマで，そのうち

野ネズミが２２９コマ，他の動物が９コマであった（表

１）。白馬村のザゼンソウでは２５コマあり，そのう

ち野ネズミが２４コマ（９６％），ネコ１コマ（４％）で

あった。飯綱高原のヒメザゼンソウでは３２コマで，

野ネズミが３１コマ（９７％），テン１コマ（３％），鍋

倉山のナベクラザゼンソウでは１８１コマで，野ネズ

ミが１７４コマ（９６％），野鳥（ホオジロ，コルリ，キ

ジバト）が４コマ（２.２％），ツキノワグマが３コマ

（１.８％）であった。

　このうち，動物の吻端が対象植物体（果実あるい

は花序）に接していて捕食中と判断される写真は，
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図２　自動写真撮影装置の設置状況（飯山市鍋倉山）．
　
Fig. 2. A setting example of automatic 35mm camera with 
infrared trigger unit to detect predators of flowers and fruits 
of Symplocarpus (Araceae)



図３　ザゼンソウ属の果実，果実及び花序の捕食と捕食する野ネズミ．Ａ：ザゼンソウ（白馬村）；Ａ１，　果実（７／
２０）；Ａ２，果実の捕食痕（６／３０）；Ａ３，果実を捕食する野ネズミ（７月下旬）．Ｂ：ヒメザゼンソウ（飯綱高原）；Ｂ
１，仏炎苞及び果実（矢印）（５／３０）；Ｂ２，果実の捕食痕（５／１０）；Ｂ３＆４，仏炎苞及び花序の捕食痕（７／４＆
７／３０）；Ｂ５，花序を捕食する野ネズミ（７／２９）；Ｂ４とＢ５の仏炎苞は同一のものである．Ｃ：ナベクラザゼンソウ
（鍋倉山）；Ｃ１，果実（７／３０）；Ｃ２，果実の捕食痕（７／２３）；Ｃ３，仏炎苞及び花序の捕食痕（６／２８）；Ｃ４，果実
を捕食する野ネズミ（８月上旬）．（バーは５㎝）．
　
Fig. 3. Photo-plates showing fruits, flowers and their predators of three species of Symplocarpus (Araceae)
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野ネズミに限られていた（図３－Ａ３，Ｂ５，Ｃ４）。

これらの野ネズミは，体の大きさ，体色，顔幅，顔

の長さ，尾の長さ，耳の突出程度等によりアカネズ

ミ属 Apodemus のアカネズミ Apodemus speciosus，

ヒメネズミ A. argenteus 及びハタネズミ属 Microtus

のハタネズミ Microtus montebelli の３種と判断され

た。この３種については，白馬村（白馬村 １９９６），

飯綱高原（岸元 ２００２），飯山市（飯山市 １９９３）のい

ずれの地域でも生息が確認されている。

おわりに

　今回の調査では，ザゼンソウ属の果実はいずれの

種でも成熟以前の段階でほぼ全てが捕食されていた。

このような状況では，いずれの種子も成熟するチャ

ンスはほとんどないように思われる。しかしながら，

野ネズミの個体数は一般に大きく変動することが知

られており（斉藤 ２００２），ネズミの数が少ない年に

は捕食をのがれて成熟する種子があるのかもしれな

い。また，ザゼンソウの種子は，そのサイズに個体

内で大きな変異があること，種子サイズは捕食の受

けやすさや散布様式に影響することが知られている

（和田・植村 １９９８）。ナベクラザゼンソウでもひと

つの果実中に生重量で０.０１ｇから０.９８ｇまでの大き

さの種子があることから（大塚 未発表），種子サイ

ズが捕食の受けやすさと何らかの関係がある可能性

も残されている。今後はこのように１００倍近く異な

る大きさの種子が存在することの意義や，ザゼンソ

ウ属植物の繁殖成功に及ぼす野ネズミの影響につい

てさらに詳しく調べる必要がある。

　なお，ツキノワグマはミズバショウやヒメザゼン

ソウの葉や果実を食べることが知られている（水野・

野崎 １９８５）。鍋倉山では，調査区を含む生育地とは

異なる場所であるが，８月中旬にナベクラザゼンソ

ウの群落がなぎ倒され，周囲に残されたフンの中に

本種の果実のかけらが多数観察された。ツキノワグ

マは果実を丸ごと採食するらしく，野ネズミによる

捕食（図３－Ａ２，Ｂ２，Ｃ２）の状況と異なって植

物の周囲に果実のかけらは見られず，果実だけが果

柄からもぎ取られている状況が観察された。また，

飯綱高原でも２００１年に，ヒメザゼンソウの周囲の草

がたおされ，果実の周囲の地面が掘られた状況から

ツキノワグマクマによると考えられる果実の捕食が

観察されている（大塚 未発表）。調査区における今

回の調査では，ツキノワグマによると考えられる果

実の捕食は観察されなかったが，生息密度が高い場

所ではツキノワグマによる影響も大きいと考えられ

るので，栄養器官への捕食も含めた今後の調査が重

要である。
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表１　自動写真撮影装置により記録された動物のコマ数．カッコ内は捕食中（動物の吻端が果実等に接している）のコ
マ数を示す.
Table 1. The number of shots of predatory animals taken by automatic cameras 

計その他種判定不能の
野ネズミ　　

ハタネズミ属アカネズミ属
調査地／対象種

ハタネズミ種不明ヒメネズミアカネズミ
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Abstract

　We studied predation on fruits and flowers of three species of Symplocarpus (Araceae) at Hakuba Village (S. foetidus 

var. latissimus [=S. renifolius]), Nagano City (S. nipponicus) and Iiyama City (S. nabekuraensis) in northern Nagano 

Prefecture.　As for flowers, the predation levels varied among species (i.e., non for S. foetidus, low for S. nabekuraensis 

and high for S. nipponicus).　However, high levels of predation were observed for fruits of all species.　Researches 

using automatic 35mm camera with infrared trigger unit revealed that the main predators were three species of rodents, 

Apodemus speciosus, A. argenteus and Microtus montebelli.

　

Key words: rodents, Symplocarpus, fruits, flowers, predation, automatic photo system. 
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